
「学力の充実」についての実践 

１ 分かる、できる授業の充実 

・分かる、できる授業の実現のために、生徒指導の４観点（自己存在感、共感的人間関係、自己

決定の場、安心・安全な風土）を意識した授業づくりに取り組んだ。前・後期で２つの研究授

業（社会、学活）を実施し、指導案検討会や模擬授業を通して、より質の高い授業をつくるこ

とができた。また、授業の手立てが４観点のどれに当てはまるかを話し合うことで、ふだんの

授業を見直すことができた。 

・ＩＣＴ活用を促進するために、教員向けに「ＩＣＴ通信」を発行したり、研修会を開催したり

してスキルアップを図った。また、授業におけるＩＣＴの活用場面を工夫することなどにより、

生徒の活動時間を保証した授業を行うことができた。 

 

 

 

 

 

＜気候の特色について話し合う（社会）＞         ＜ＩＣＴ通信＞ 

 

２ 個に応じた学習指導の充実 

・自分で教科や学習量を選択できる選択学習に取り組んだ。また、長期休業中の宿題を生徒が選

択したり、ふだんの宿題の提出期限にゆとりをもたせたりするなど、宿題を自分のペースで進

められるようにした。 

 

 

 

 

 

＜選択学習ノート（１年生）＞ 


